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スーザン・ボイルさんに魅せられて 
  見た目は２重あごでややメタボの４７歳。外見からはずっとふけて見えるおばちゃん。彼女は、スコッ

トランドの教会でボランテイアとして働いており、猫と二人暮らしの独身。小さい頃から学習障害があり、

いじめを受けていたという。カラオケ以外では、大勢の人の前で歌ったことなどなかった。 
  

それがイギリスのオーデション番組「ブリテンズ・ゴット・タレント」に参加した。おどおどしながら舞台

に立つ彼女、ミュージカル女優になりたいと夢を語ると、彼女の年齢や容姿と夢とのギャップに、観客

は失笑し、審査員は場違いな彼女を好奇の目で見つめた。 
 

歌はミュージカル「レ・ミゼラブル」の「夢破れて」。歌い始めると、見た目から想像つかないような

すばらしい歌声に、最初のワンフレーズから審査員や観客は圧倒された。そして、歌い終わると会場は

割れんばかりのスタンデイングオベーションに包まれた。 
  

彼女の歌には、歌を職業として歌っている人、いわゆるプロ歌手にはない、心から湧き出てくるよう

な響きがあってなんとも心地よくまるで「天使のような歌声」だった。 
また、歌詞が彼女の人生をそのまま映し出しているようでもあった。 

                    「夢破れて」 
       昔は夢を見ていたわ   望みが高いと 
       生きる価値もあった   永遠の愛を夢見ていたわ 
       神様が許してくれると信じていた  
   
       そのとき私は若く、恐れるものは何もなかった 
       夢は作られ、使われて、無駄にされた  支払われる身代金もなかった 
       歌われない歌はなかった   味見されないワインはなかった 
  
       でも、虎が真夜中にやってきた  雷のように低い声で 
       あなたの希望を引き裂くように あなたの夢を恥に変えるように 

       そして、私いまだに彼が私のところにやってくる夢を見る 
       何年もいっしょに住む夢を 
       でも、叶わぬ夢がある 切り抜けられない嵐がある 
 
       今生きている地獄とは かけ離れた生活を夢見ていた 
       あの頃に夢見ていた生活とは、あまりにも違う生活 
      今の生活があの頃見ていた夢を奪ってしまった 
        
 日本の紅白歌合戦に招かれた彼女は、圧倒的な声量と生美声で日本中を魅了した。教会ボランテ

イアの普通のおばさんが、歌手になったという、まさに絵に描いたようなサクセスストーリー。こんな彼

女を見ていると自分にもまだ何かできるかもしれないという希望が湧いてくる。 
  

オーデション番組「ブリテンズ・ゴット・タレント」は動画共有サイト『ＹＯＵ ＴＵＢＥ』などを通じ全世界に

配信され、社会的現象を引き起こした。 
 

「夢破れて」を歌い彼女の夢は破れることなく、昨年の１１月デビューして、アルバムは全世界で８００

万枚を突破。今後８００万ボンド（１２億３０００万円）を稼ぐとも報じられている。わずか４分足らずの紅

白歌合戦の出演ギャラが５２８万円にはまたまた驚かされた。 
                                            （塾長  細井俊彦   ＨＰ塾長ブログより ）  

ウシロを振り向かず、 

        前を向いてトライ！！ 

■授業振替･休業日のお知らせ 
     １/１１（月）成人の日⇒１/２９（金） 

     ３０日（土）は第５週につき休業 

■１月の高校受験特別講座 

     ９日（文系科目） 

    １６日（理系科目） 

    ２３日（私立高校受験対策）英・国・数 
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鹿島中、マーチングバンド全国大会金賞！！                          

１２月１２日埼玉アリーナで開かれた「第３７回全日本マーチング・バトントワーリング全国大会」に関

西代表で出場した鹿島中学の吹奏楽部が、大編成の部で見事悲願の金賞を受賞しました。  

わが塾から３年生の増田貴文君がトランペットで、また、太田奈那さんがユーフォニウムで出場し

ました。黒ずくめの衣装に黄色を基調とした赤とオレンジのタスキが映えてカッコいい衣装に、整

然としたマーチングと熟練したバトントワーリングとのコンビは絶妙で、そのりりしい姿は加古川のロ

ーカル放送『ばんばんテレビ』でも紹介されました。 

 

 

 

増田貴文君と太田奈那さんは、来春高校受験を控えていますが、その中でも猛練習を重ね、全

国のトップに立ったのです。二人の健闘に心より拍手を送りたいと思います。彼らは今、この感動

を胸に、各々の楽器をペンに変えて受験勉強頑張っています。 

 尚、両君には、当塾からは金賞を祝して図書券が贈られました。 

◎三学期「実力テスト」速報（宝殿中・鹿島中・別府中）                                                

これが、冬期講習の成果だ ！！                                                       

三学期「実力テスト」速報    二学期末試験→三学期実力テスト                      

宝殿中学３年 ＭＳ君 学年５教科順位 ４５位⇒２５位 （最後に挽回、男の意地）                                             

宝殿中学３年 ＫＫ君               １３２位⇒５５位 （これがホンモノの力だ）                                                                  

鹿島中学３年 ＭＴ君                ６７位⇒４９位 （冬休み、よく頑張った！）                                               

宝殿中学３年 ＫＡ君                 ２位⇒１位 （くやしさをバネに、奪首！）                           

宝殿中学３年 MK 君               ２３５位→１２９位（奇跡が起こった！、奇跡を起こした！）                 

別府中学２年 ＩＲ君                  ３位→１位 （２科目で１００点 ゲット）               

◎点数内訳  英語９６点・国語１００点・社会１００点・数学９７点・理科９４点                                                                                                                   

◆教育ニュース                                                                  

【こども手当、７割は教育へ、３割は生活に】                                           

政府は子ども手当てとして、15 歳の４月１日の前日までの子どもの保護者に毎月２万６千円を支給す

る予定。ただし、初年度(2010 年度)のみ月１万３千円となる。 完全実施される２０１０年度には、総額

５兆３０００億円が必要となる。                                                                          

博報堂が「子ども手当」をどう使うか調査したところ、３分の２が「教育関連」に使うと答えた。しかし、

「生活全般」に使うとする人も３割おり、生活財源としてとらえる家庭も多かった。「教育関連」の内訳

は、学校の費用全般 18.9％・スポーツクラブ 16.2％・学資保険など 16.0％ で使う時期は、「将来教

育で使う」が 42.5％で、「年度内で教育に使う」が 24.8％。両方あわせると教育目的に使うと答えた

人が 67.3％になった。しかし、幼稚園児の母親の使い道のトップは、「貯蓄する」が全国平均で 66.4％

となっている。 

【高校無償化】                                     

国公立の高校生全員の世帯を対象に、授業料相当額（生徒１人当たり年間約１２万円）を学校に間                  

接支給し、実質無償化する制度。私立高生の家庭にも１人年１２万―２４万円を助成する計画だが、

私立の授業料は平均約３５万円で全部は補えない。                                                        

このため、低所得世帯に限定した助成額拡大も検討されている。民主党のマニフェスト（政権公約）                  

の看板政策の１つで、来年度から始める方針。文部科学省は来年度予算の概算要求に約４５００億

円を盛り込んでおり、財源確保が課題となっている。欧米では多くの国で高校授業料は無償。                       

◎子ども手当はなぜ必要か？                                                         

一番の問題は小子化。出生動向基本調査によると、子どもを持たない理由であらゆる世代で多い

のは、『お金がかかりすぎるから』。先行きの不安感が大きく、人生設計できないから。                         

フランスでは、第２子は月約１．６万円、第３子以降は月２万円を、ドイツでは、 第３子まで月約２．１万円

を支給している。日本の現在の児童手当は、第１子・第２子がそれぞれ月５千円で、しかも小学校修了

までⅡ限定される。諸外国に比べて少なく、家計にプラスになるレベルまでいっていない。 

※EXCEED から受験生へプレゼント！！                        

「合格エンピツ・消しゴムセット」「必勝カイロ」              

これで合格間違いなし                           

http://www.exceed-kobetsu.com/topix/100108_1.jpg
http://www.exceed-kobetsu.com/topix/100108_2.jpg

	 鹿島中、マーチングバンド全国大会金賞！！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２月１２日埼玉アリーナで開かれた「第３７回全日本マーチング・バトントワーリング全国大会」に関西代表で出場した鹿島中学の吹奏楽部が、大編成の部で見事悲願の金賞を受賞しました。　　わが塾から３年生の増田貴文君がトランペットで、また、太田奈那さんがユーフォニウムで出場しました。黒ずくめの衣装に黄色を基調とした赤とオレンジのタスキが映えてカッコいい衣装に、整然としたマーチングと熟練したバトントワーリングとのコンビは絶妙で、そのりりしい姿は加古川のローカル放送『ばんばんテレビ』でも紹介されました。 



